
打
ち
上
げ
の
公
式
屋
外
見
学
場
や

展
示
・
８
Ｋ
シ
ア
タ
ー
も
設
置
予
定串本町役場

ロケット推進室 班長  

宮本 宏保さん

串本町オリジナル
ロケットロゴマーク

ロケット推進室がある
串本町役場旧古座分庁舎。

ロケット、橋杭岩、
潮岬灯台を
あしらった PR用大漁旗

スペースポート紀伊からの
打ち上げイメージ

（提供：スペースワン社）

「串本の水」をPR（左からロケット
推進室・東田主事、宮本班長、産
業課・阪本主査）

串本町内で開発された
ロケットグッズ 　

2
0
2
0
年
度
に
町
独
自
の

ロ
ケ
ッ
ト
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成

し
、
約
１
年
半
で
町
内
36
団
体

52
品
に
申
請
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
漫
画『
宇
宙
兄
弟
』と
の
コ
ラ
ボ
グ
ッ
ズ
も
人
気

で
す
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
当
初
、
他
地
域
の
工
場
で
製
造

さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
い
ず
れ
町
内
で
開
発・製
作

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
串
本
古
座
高

校「
宇
宙
探
究
コ
ー
ス
」卒
業
生
の
町
内
就
職
先
も

広
が
る
で
し
ょ
う
。
打
ち
上
げ
に
向
け
、
町
内
と

那
智
勝
浦
町
に
、
各
２
５
０
０
人
を
収
容
す
る
公

式
屋
外
見
学
場
を
設
け
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
旧

古
座
分
庁
舎
１
階
に
ロ
ケ
ッ
ト
関
連
の
展
示・図
書

コ
ー
ナ
ー
、３
階
に
８
Ｋ
シ
ア
タ
ー
を
整
備
し
、
打

ち
上
げ
の
な
い
日
も
宇
宙
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

教
育
の
場
と
し
ま
す
。
初
号
機
が
飛
べ
ば
地
域
も

一
層
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
＊
2
0
2
2
年
8
月
、
取
材
時
数
値

*

42

42

371
42

古
座
川

紀伊大島

防災道の駅
すさみ

紀勢自動車道
すさみ南IC

串本海中公園 JR串本駅

橋杭岩

串本町ロケット
推進室

スペースポート
紀伊

トルコ記念館

本州最南端潮岬

串本町役場

防災の道「すさみ串本道路」

一枚岩

スペースポート紀伊からの
打ち上げイメージ

（提供：スペースワン社）

打ち上げイメージ
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宇
宙
ビ
ジ
ネ
ス
の

拡
大
を
視
野
に
、

夢
広
が
る

新
た
な
町
づ
く
り
を
展
開

太
平
洋
に
突
き
出
し
た
潮

し
お
の
み
さ
き
岬
、
雄
大

な
リ
ア
ス
式
海
岸
な
ど
、
景
勝
が
連
な
る

串
本
町
。
観
光
・
漁
業
・
果
実
栽
培
な
ど
で
栄
え
て
き
た

が
、
少
子
高
齢
化
の
波
に
あ
ら
が
え
ず
人
口
自
然
減
の
進

行
が
続
く
。
起
爆
剤
と
し
て
２
０
１
７
年
9
月
、
和
歌

山
県
と
共
に「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
」誘
致
に
挙
手
し
、

約
1
年
半
後
、
同
町
田
原
地
区
が
建
設
予
定
地
に
決
定

し
た
。
①
地
元
の
理
解
・
協
力
が
得
ら
れ
、
②
地
形
な
ど

の
立
地
条
件
が
合
い
、
③
輸
送
ア
ク
セ
ス
の
よ
い
こ
と
が

選
定
理
由
と
な
っ
た
。

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
、

清
水
建
設
株
式
会
社
な
ど
が
出
資
す
る
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
株

式
会
社
が
建
設
、
運
用
す
る
。
契
約
か
ら
打
ち
上
げ
ま

で
の「
世
界
最
短
期
間
」と
、
打
ち
上
げ
の「
世
界
最
高
頻

度
」を
売
り
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
で
人
工
衛

星
を
打
ち
上
げ
る
。
希
望
時
期
に
低
コ
ス
ト
で
発
射
で
き

る
小
型
ロ
ケ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
、
災
害
等
の
観

測
・
通
信
の
ほ
か
、
収
穫

期
の
分
析
な
ど
農
業
、
漁
業

へ
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
年
間
20
機
の

打
ち
上
げ
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

和
歌
山
県
は
、
10
年
間
で
６
７
０
億
円
程
度
の
経
済

効
果
を
試
算
す
る
。
建
設
投
資
・
発
射
場
運
営
効
果
に

加
え
観
光
資
源
と
し
て
も
期
待
し
、
中
長
期
的
に
は
宇

宙
関
連
産
業
の
集
積
を
見
積
も
る
。
公
立
高
校
と
し
て

全
国
初
の「
宇
宙
探
究
コ
ー
ス（
仮
称
）」を
県
立
串
本
古

座
高
校
に
開
設
し
、
全
国
募
集
の
生
徒
を
2
0
2
4
年

度
か
ら
受
け
入
れ
る
予
定
。
本
州「
最
南
端
」の
町
は
ロ

ケ
ッ
ト「
最
先
端
」の
町
へ
…
…
。
前
例
の
な
い
挑
戦
が
注

目
を
集
め
て
い
る
。

日
本
初
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
」。

商
業
宇
宙
輸
送
の
拠
点
と
し
て
、
２
０
２
3
年
2
月
末
に
初
号
機
の
打
ち
上
げ
を
予
定
す
る
。

立
地
は
本
州
最
南
端
の
町
、
和
歌
山
県
串
本
町
。

橋
杭
岩
な
ど
豊
か
な
観
光
資
源
で
知
ら
れ
、

現
在
は「
宇
宙
」を
テ
ー
マ
に
し
た
町
づ
く
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え
た「
防
災
」の
町
づ
く
り
等
を
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
追
っ
た
。

道の駅「くしもと橋杭岩」で販売
されているロケットソフトクリーム



5.6. エルトゥールル号の資料
を中心に展示する「トルコ記念
館」。屋上の展望台から遭難
現場と、今も船舶が往来する
太平洋が望める。 7. 遭難者
の遺体埋葬地に立つ「トル
コ軍艦遭難慰霊碑」。

◀︎ トルコ記念館周辺の案内

〜エルトウールル号遭難事故と恩返し〜

「私たちは
エルトゥールル号の
借りを返しただけです」

和深IC（仮称）
すさみ南IC

串本IC
（仮称）

371

42

42

串本町

古座川町

至
新
宮
市

至
和
歌
山
市

（
終
）和
歌
山
県

西
牟
婁
郡

す
さ
み
町
江
住

（
起
）和
歌
山
県

東
牟
婁
郡

串
本
町
サ
ン
ゴ
台すさみ町

すさみ串本道路　延長19.2km

和歌山県東牟婁郡串本町サンゴ
台から同県西牟婁郡すさみ町江
住に至る19.2km区間、従来の
国道42号と並行し高台に新設さ
れる。そして、現在建設中の「串
本太地道路」、開通済みの「那
智勝浦新宮道路」と接続し、近
畿自動車道紀勢線のネットワーク
を構成する。

2021年、国土交通省により選定された「防災道の
駅」（全国39駅）の一つ。高台に位置し、災害時に
自衛隊などの救援活動拠点となるほか、近隣小学

校へ避難した住民用
の非常用発電機や防
災備蓄倉庫を設置。
消防団も移設し、平
常時は屋上が展望台
として活用されている。

2025年春開通予定！

一般国道 42号
「すさみ串本道路」防災道の駅

「道の駅すさみ」
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命
の
道「
す
さ
み
串
本
道
路
」な
ど

風
水
害
、
地
震
へ
の
対
策
が
進
む

串
本
市
街
を
南
下
し
潮
岬
に
入
る
と
、
風
が
強
く
な

り「
本
州
最
南
端
」「
本
州
唯
一
の
亜
熱
帯
地
域
」を
実
感

さ
せ
る
。
や
が
て
断
崖
に
立
つ
潮
岬
灯
台
が
見
え
る
。
風

光
明
媚
な
風
景
は
T
V
で
も
お
馴
染
だ
が
、「
台
風
銀

座
」と
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
台
風
の
通
過
が
多
い
。

串
本
町
か
ら
、
西
に
隣
接
す
る
す
さ
み
町
ま
で
の
エ
リ

ア
で
は
、
国
道
42
号
が
唯
一
の
幹
線
道
路
。
だ
が
、
海

岸
に
沿
っ
て
い
て
急
カ
ー
ブ
が
多
く
、
大
雨
や
台
風
の
越

波
で
被
災
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
津

波
に
も
備
え
て
、
山
手
に「
す
さ
み
串
本
道
路
」が
建
設
さ

れ
て
お
り
、２
０
２
５
年
春
に
開
通
す
る
見
通
し
だ
。
串

本
町
は「
越
波
な
ど
で
通
行
止
め
に
な
り
、
た
び
た
び
移

動
確
保
で
き
な
い
状
態
に
な
る
。
開
通
す
る
と
津
波
発
生

時
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
使
え
、
救
命
や
救
急
、
救

援
物
資
の
輸
送
等
に
も
役
立
つ
」と
期
待
し
て
い
る
。

す
さ
み
串
本
道
路
は
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線（
田

辺
～
す
さ
み
）と
連
続
し
、
沿
岸
部
に
お
い
て
大
阪
府
と

和
歌
山
県
南
部
地
域
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
に
な

る
。
開
通
の
年
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、
観

光
面
で
も
実
効
力
が
あ
り
そ
う
だ
。

 コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
反
転
、

自
然
体
験
型
の
修
学
旅
行
が
盛
況

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
が
観
光
地・
観
光
業
に
打
撃
を
与
え

る
な
か
、
串
本
町
は
２
０
２
０
年
と
21
年
、
修
学
旅
行

の
受
け
入
れ
実
績
を
以
前
の
約
4
倍
か
ら
5
倍
ま
で
伸
ば

し
た
。
京
都
や
奈
良
、
広
島
、
東
京
と
い
っ
た
都
市
部
の

修
学
旅
行
が
敬
遠
さ
れ
、
自
然
体
験
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

充
実
さ
せ
て
き
た
串
本
町
の
教
育
旅
行
誘
致
が
功
を
奏

し
た
。
オ
ー
プ
ン
エ
ア
で
の
び
の
び
体
験
す
る
古
座
川
の
カ

ヌ
ー
下
り
、
海
水
浴
場
の
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
が
活
況
を

呈
し
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
他
の
観
光
地
同
様
、
全
体
と
し
て
の

入
り
込
み
客
数
は
大
幅
減
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
巻
き
返

し
を
ど
う
図
る
の
か
。

「
我
々
が
教
育
旅
行
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
修
学
旅

行
生
た
ち
が
将
来
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
か
ら
。
串
本
町
、
近
隣
市
町
村
に
も
大
自

然
が
生
ん
だ
教
育・
観
光
資
源
が
豊
富
に
あ
る
。
10
市
町

村
に
ま
た
が
る『
南
紀
熊
野
ジ
オ
パ
ー
ク
』と
し
て
連
携
し
て

取
り
組
む
」と
産
業
課
の
阪
本
祥
主
査
。
南
紀
熊
野
ジ
オ

パ
ー
ク
は
、
プ
レ
ー
ト
の
沈
み
込
み
に
よ
り
3
種
類
の
大

地
が
入
り
組
む
希
少
な
エ
リ
ア
だ
。
た
と
え
ば
串
本
町
に

は
、
橋
の
杭
の
よ
う
に
海
上
に
列
を
な
す
橋
杭
岩
、
世
界

最
北
の
サ
ン
ゴ
の
海（
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
）な
ど
が
あ
り
、
北
隣
の
古
座
川
町
で
は

日
本
最
大
級
の
一
枚
岩
が
見
学
で
き
る
。

ま
た
、
串
本
町
大
島
の
ト
ル
コ
記
念
館

で
は
、1
8
9
0
年（
明
治
23
年
）の
ト
ル
コ

軍
艦「
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
」の
遭
難
事
故

と
、
日
本・ト
ル
コ
交
流
の
歴
史
が
学
べ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る「
ロ
ケ
ッ
ト
観
光
」は
宇
宙・
科

学
教
育
に
密
着
し
た
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
串

本
町
で
は
未
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
が
展
開
す
る
。

1.明治６年築、歴史的価値が高い洋式の潮岬灯
台。太平洋の大海原と水平線、海岸の奇岩・怪岩
が望める。2.灯台の展望台に至る68段のらせん階
段。3.往年の意匠が趣深い、灯台内部への玄関
口。4.灯台のやや東、「望楼の芝」に立つ本州最
南端碑。かつて海軍の望楼（物見櫓）があった。

串本から大島へ約850ｍに
わたり、大小40余りの岩
柱がそそり立つ「橋杭岩」。
付近に道の駅があり、2階
の展示室で成り立ちなどに
ついて詳しく学べる。

世界で初めて人工繁殖に成功したウミガメの
赤ちゃんが大人気の「串本海中公園」。水族
館のほか、世界最北のサンゴ群落が見学でき
る海中観光船、海中展望塔も備える。

古座川町の「一枚岩」。
高さ約100m、幅約500m の巨岩が
古座川の河岸にそそり立つ。

古座川町

すさみ町

1

2

3

4

6

5

7

テントが
こんなに
小さい！

南海トラフ地震発生時には
津波により、国道42号（す
さみ串本道路並行区間）の
最大6割が浸水すると予測
されている。

国道42号の
約6割が

浸水のため通行不能

すさみ串本道路

国道42号

国道42号の
約6割が

浸水のため通行不能

国道42号

すさみ串本道路

　1890年（明治23年）、トルコ軍艦エルトゥールル号が串本の大島沖で台風に
遭遇した。船内587名が殉職、生存者はわずか 69名。大島島民は不眠不休
で救助し、遺体を手厚く葬った。そして昭和の時代。イラクから、イランへの無
差別攻撃が宣言されたとき、トルコから救援機が駆けつけ、当地の日本人215
名を脱出させた。後に、駐日トルコ大使のネジアティ・ウトカン氏は「エルトゥール
ル号の借りを返しただけだ」と語った。遭難事故は痛ましい悲劇だが、両国交流
の歴史はそこに始まり、今に受け継がれている。


